
 

令和４年度第 1回学校評議員会 議事録 

 

１ 日 時 令和４年７月５日（火） １４：３０～１５：３５ 

２ 会 場 大会議室 

３ 参加者 学校評議員（３名） 

      学校評議委員Ａ  欠席 

学校評議委員Ｂ  出席 

学校評議委員Ｃ  欠席 

学校評議委員Ｄ  出席 

学校評議委員Ｅ  出席 

＊欠席者の委嘱状・学校概況資料は、校長または、全日制副校長が後日お渡しする。 

学校側参加者（１３名） 

      校長・事務長 

      （全日制）副校長・総務主任・教務主任・生徒指導主事・進路指導主事 

      （定時制）副校長・教務主任・生徒指導主事 

      （通信制）副校長・教務主任・生徒指導主事                 

      ※上記の他、受付・記録係として、総務課員１名が同席。 

４ 次 第   

 （１）開会のことば  

 （２）学校長挨拶 

  ・宮古高校の３つの方針について資料の通りである。修正や意見等をお願いしたい。 

  ・コロナウイルスの影響はあるが、少しずつ平常の学校生活が戻ってきた。 

・令和 6年からコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）を始める。 

・本校は来年で創立 100周年となるが、ご協力をお願いしたい。 

 

（３）自己紹介 

 （４）学校概況説明 … 学校概況説明資料による 

①全日制（副校長） 

資料の通り 

・探究活動への満足度が昨年は 77％だったので目標の 80％を達成できるようにしたい。 

・今年度、全学年５クラスが完成した。 

・過去２年間、卒業生の半数以上が国公立大学に合格している。難関大である東北大学の合格者も増加

し、毎年医学部にも現役合格するなど、高い進路実績がある。 

・部活動では今年度ヨット部男女、空手道部女子団体がインターハイへ、放送部が全国高総文祭へ出場

する。 

②定時制（副校長） 

資料の通り 

・中学校からの学び直しも含めた、きめ細やかな授業を 50分４コマで実施している。 

・3年間で卒業が可能な定通併修制度を現在 1名が利用している。 

・様々な行事を通して交流を深めている。 



③通信制（副校長） 

資料の通り 

・在籍は 98名おり、北は久慈市から南は陸前高田市から通っている。 

・令和 4年度の前期入学者は 65.1％が他の高校からの転編入学者である。 

・昨年度は 21名が卒業し、20名が進路決定している。 

・令和 4年 岩手県高等学校総合体育大会 【卓球】競技 2部 男子シングルスに訂正 

 

 （５）質疑応答            

  ○評議員Ｂ 

    少子化の問題で年々生徒数が減少しているが、生徒数を増やしている学校もある。宮古高校では生

徒数が増加するような対策をしているのか。 

  Ａ.学校 

    まだまだ実践が足りない。地域の協力を得ながら特色を紹介する活動もやっていきたい。 

○評議員Ｅ 

探究プログラム重点校となり、課題をやっているそうだが、発表などは校内だけでやっているのか。

市との連携をし、外部へ発信して道筋を作りながらやってほしい。大学進学だけで終わる学校であっ

てほしくない。 

Ａ.学校 

インターンシップなども計画していたが、2年連続で感染症による休校などがあり実施出来なかっ

た。今後はズームやチームスなども利用して発信していきたい。 

○評議員Ｂ 

宮古高校の実績についてのみを説明しているが、他校との比較（現在の位置）もしてほしい。他校

との競争意識も高めてほしい。そういった内容も学校評議員会の機会で発表してほしい。 

Ａ.学校 

宮古高校は沿岸の高校では国公立大学の進学実績が一番高いが、そういった情報も含めて積極的に

発信していきたい。 

○評議員Ｄ 

評議員は何名なのか。話を聞くせっかくの機会なのでもっと人数がいてほしい。 

Ａ.学校 

本校の評議員は 5名であり、学校運営協議会制度がはじまると、定数は 15名である。 

○評議員Ｂ 

コロナウイルスの感染対策を私の職場では徹底している。減少傾向にあるが、学校も安心せずに対

策を継続してやってほしい。 

 （６）評議員から         

○評議員Ｄ 

今後も優秀な生徒の育成をお願いしたい。 

○評議員Ｅ 

学校概況の資料が素晴らしかった。コミュニティ・スクールのメンバーの編成はより良い選抜をお願い

したい。 

○学校長 

メンバーには職種や地域などバランスを考え、経験者や地域住民、小学校・中学校の校長先生などにも

入ってもらいたい。宮古高校でしか学べないものや魅力を発信していきたい。 


